
シーズ分野：創薬・診断薬

スパイクタンパク質S1を用いた
新型コロナ後遺症モデル作製と治療薬開発

新型コロナウイルス感染症での死者は峠を越え、以前の生活に戻りつつあり
ます。しかし、その一方で新型コロナ後遺症による倦怠感やうつ症状で労働
や生活に支障を来す人が増加しています。その数は、日本で300万人、米国
で1600万人、世界中では数億人と言われています。新型コロナ後遺症は急性
期症状が軽症でも発症するため、今後も患者数は増加すると予測されます。
その一方で、新型コロナ後遺症の発症機構は不明な点が多く、有効な治療法
は開発されていません。また、治療法開発に必用な動物モデルも開発されて
いません。
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我々はこれまでに、ヒトヘルペスウイルス6 (HHV-6)の
潜伏感染タンパク質SITH-1が嗅球細胞のアポトーシス
を誘導し、脳内のアセチルコリン産生を低下させて脳
内炎症を誘導すること、およびこれがうつ病の原因と
なることを報告していました。
今回の研究では、新型コロナウイルスのスパイクタン
パク質を構成するS1タンパク質が、HHV-6のSITH-1
タンパク質と同じメカニズムで脳内炎症を誘導し、
新型コロナ後遺症の倦怠感やうつ症状を引き起こして
いることを見出しました。また、HHV-6 SITH-1による
うつ症状や新型コロナS1タンパク質による倦怠感やう
つ症状が、アセチルコリン作動薬であるドネペジルで
改善することを動物モデルで示しました。
この研究成果をもとに、現在、新型コロナ後遺症に対
するドネペジルの医師主導治験を行っています。この
治験で有効性および安全性が確認できれば、新型コロナ
後遺症治療薬だけでなく、新たな作用機序をもつ新規
抗うつ薬の開発にもつながると考えています。

◆キーワード
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用途

• S1発現新型コロナ後遺症モデルマウスを用いた、新型コロナ後遺症
治療薬の開発

• ドネペジルのドラッグリポジショニングを含む、アセチルコリン
作動薬の新型コロナ後遺症治療薬への利用

• S1発現新型コロナ後遺症モデルマウスおよびHHV-6 SITH-1発現
うつ病モデルマウスを利用した、新型コロナ後遺症治療薬と新規
抗うつ薬の共同開発

• モデルマウスを用いたアセチルコリン作動薬 (候補薬)の効果検証
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